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三　唐後半期の詔獄の存在様態
　唐後半期の詔獄を彩どるのは内侍省である。前稿で述べた前半期の詔獄は，常に御史台
が重要な役を果たしていたが，後半期においては、御史台よりも，内侍省が極めて大きな
役を演じているのである。詔獄が内侍省で開かれるのは，徳宗朝からである。これは徳宗
が内侍省の宙官を用いて，独裁制の強化を図ったことに連関している。徳宗がその大権を
強化しょうとしたのは，端的にいって，天子親政の専制政治を回復することであった。内
侍省における詔獄の設置は，そのような意図で出発しながら，結果的には，宙官勢力の践
電の線に沿うて大きく胎動していたのである。
　本節では，そうした詔獄の様態について，安史の乱中と乱後の困難な時代を乗りきった
粛代二宗朝，朝権の再興を目ざして帝権の強化を図った徳憲二宗朝，および朋党と宙官の
世が出現した唐末までを後半期として，若干の検討を加えてみる。
（1）　粛宗・代宗朝の詔獄
　安禄山の反乱の中から出発した粛宗は，その在位五年を，乱の鎮定のために費したとい
ってよい。粛宗が京師を奪回したのは，朔方に即位した翌年，至徳二年十一月のことであ
る。旧唐書巻五十・刑法志に，
　　乗輿幸干巴蜀。儲副立於朔方。曾未途年。載収京邑。中略。而両京衣冠。多被脅従。
　　至是。相率待罪山下。而執事者。務欲峻刑以取威。蜜諌蟹族。以上天下。議久不定。
　　意置三司使。以御史大夫兼京兆罪李規・兵部侍郎呂謹・戸部侍郎兼御史中丞崔器・刑
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　　部侍郎兼御史申玄義富木・大理卿面向等五人為之。中略。器・心念諭旨深刻。而択木
　　無所是非。独李蜆力争之。乃定所推之罪為六等。集百寮尚書省議之。粛宗方用刑名。
　　公卿但唯署名而己。云云。
とある如く，京師を回復した粛宗は，まず，賊の偽官となった者等の処罰に着手し，三司
使五名を任じて，その罪を審理せしめたことがみえている。三法官をもって構成される三
司が，三司使といわれるようになるのは，玄宗の天出初のことであるが1），三司使が五名
も任命されたのは異例といえる。　これは，新唐書巻百四十・呂謹伝に，
　　帝復両京。詔尽繋翠臣之汗尋者。以御史中丞崔器・憲部侍郎韓択木・大理詰心向為三
　　司直。処其罪。画面御史大夫李硯及（兵部侍郎）呂謹。領使。云云。
とあり，　また，資治通鑑巻二百二十・記紀・粛宗・至徳二載十二月辛亥の条に，
　　以礼部尚書李蜆・兵部侍郎呂謹為面高使。与御史大夫崔器共按陳希烈等獄。蜆以殿中
　　侍御史李翁忌為詳理判官。
とあり，その胡瓜に，
　　因按獄。歯軸此官。
とあるから，その獄の重大性を考慮し，特に礼部尚書行御史大夫と兵部侍郎とを三司心理
使として増員したものであった2）。なお，この三司使の推鞠の結果は，尚書省において百
官を集めて断刑され，河南四達異殉等三十九名が重罪とされ，各々罪に応じて処刑されて
いる3）。そして，雲脚書巻五十六・刑法志によれば，
　　画定思明・高秀巌等。　自抜帰命。聞（達i甦）i洵等被諌。催不自前。乃復叛。而三司用
　　刑連年。流財相継。及王瑛文相。請詔三司推霰未己者。一切免之。然河北叛人。畏諌
　　不降。三連不解。朝延屡起大獄。
とあって，三司使が刑を用いること連年，毫髪相次いだとあり，それが原因となって，乾
元元年の史思明の再叛が引き起されたという4）。そこで王瑛が宰相となるや，三司使の審
理を中止させるのであるが、その後も，「朝延屡起大獄」とみえている。この大獄につい
ては，旧唐書巻五十・刑法志に，
　　後有毛若虚・敬羽直流。皆深幽谷剥。聚求権柄。殺人以西刑。厚敏出資国。　六七年
　　間。大獄相継。云云。
とあって，毛若立・敬羽の輩が、いずれも残忍酷薄な刑を用いて，さかんに民の財を没収
して国用に資したため，六・七年の間に大獄が相継いだとしている5）Q毛若虚・敬羽の輩
については，同書巻百八十六・酷吏・烏羽伝に，
　　敬羽皮毛若虚。在台五六年間。台白湯繋不絶。又有斐昇・病前同為御史。皆酷毒之陥
　　刑。当時有毛敬斐畢雨虎。云云。
とみえ，毛頭虚・敬羽・斐昇・応身の名をあげ，彼等がみな御史であり，台臨の獄で苛酷
な出血を行なった酷吏であるとする。つまり，粛宗は，即位早々から，偽官の朝臣に対す
る大獄と，国用の調達にかかわる大獄とを起したといえる。そして前者を三司使に勅付
し，後者を御史に掌らしめているのである。実は，後者の御史が掌った大獄は，詔獄であ
ったようである。新誌書巻二百九・酷吏・敬羽根に、
　　粛出初。擢監察御史。中略。遷累御史中丞。宗正卿鄭国公李遵。坐賄下詔獄。　羽参
　　按。云云。
とあって，酷吏と呼ばれた敬羽が，詔獄を掌ったとみえているのは，それを物語っていよ
う。
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　所で，粛宗はその末年になると，旧唐書巻五十・刑法志に，
　　粛宗高聞三司多濫。嘗雲量。朕為三司盗難。深上之。
とある如く，三司使に重刑が多いことを聞き，三司使の運用を誤ったと悔いているが，そ
の背後に，権勢を求めて刑獄を思うままに決した宙官李輔国の存在を見落してはなるま
い。資治通鑑巻二百二十一・唐紀・粛宗・乾元二年夏四月の条に，
　　太子讐事李輔国。釣上在霊武。判元師行軍司馬事。侍直立握。宣伝詔命。中略。及還
　　京師。専掌禁兵。常居内宅。制勅必経輔国官署。然後施行。中略。関白承旨。常於銀
　　台門。決天下事。事無大小。輔国為制勅。当付外施行。事畢聞奏。中略。御史台・大
　　造寺重工。或推断未畢。輔無窮詣銀台。一時縦之。三司・府縣鞠獄。軸先詣輔国杏
　　稟。軽重随意。称制勅行之。韓国曝者。云云。
とあって6），粛宗には霊武時代から近侍し，京師に還るや，剛兵を領するとともに，常に
禁中にあって事を用い，遂に制勅は必らず李遠国の押署をへて施行される有様となり，三
司および府県の刑獄の如きは，彼の思うままに決定されたとみえている。いま，その卑近
な一例を示せば，旧唐書巻百十二・府議伝に，
　　鳳翔無下坊押官。先回為盗劫掠平人。州縣不能制。天興縣令知捕賊謝夷甫。檎獲決殺
　　之。其妻進強訴夫冤。輔国単為飛龍使。党其人為之上訴。詔監察御史孫螢推重。国初
　　直其事。其妻又訴。（李輔国執奏重覆））。詔令御史中丞崔伯陽・刑部侍郎李曄・大
・　理卿権献三惣堀。与螢同。妻雲路不己。　（靖国助語8））。詔令侍御史毛若虚覆之。
　　（若虚傾巧士。希輔国意9））。若虚帰上弓夷甫。時言。伯陽湖有情不能質定刑獄。伯
　　陽怒。使人召融融。詞気不順。伯陽欲上言之。若駅留馳謁。告急於粛宗。中略。伯陽
　　至。上問之。伯陽頗言。若順順旨附会中人。上墨隈出之。伯陽書影州高町中。権据膳
　　州桂陽尉。鳳翔ヂ韓国及李曄。皆冷機下一尉。螢除名長流播州。硯以数人威非其罪。
　　所責太重。欲理之。遂奏。若虚希最用刑。不守国法。陛下若信之重軽。是無御史台。
　　上意童言。出置為蜀州刺史。云云。
とあって，天壌縣令知捕賊の周部甫が鳳翔の馬坊押官を干殺した獄を，その妻が李輔国に
よって冤を上訴したため，粛宗は、まず，監察御史孫螢を派遣したが，その推事を不服と
する輔国の執奏によって，御史中外崔伯陽・刑部侍郎季曄・大理卿権献の三司使に勅付し
て推究を行なわせている。しかし，その裁決をも不服とすると，更に侍御史毛若虚に重推
の勅命を下し，その結果，監察御史および三司使の曲事は不当として関係者全員が処分さ
れていることがみえている。この最後に行なわれた侍御史毛若虚の重推は，恐らく朝講で
あったと思われる。このように李輔国は，粛宗の恩寵を背景に，詔獄すら盗用するに至っ
たのである。なお，李当国の専横は，その極まるところ，宰相の地位を求むるに至った
が，これには流石の粛宗も同意しなかったという10）。ともあれ，粛宗は三司使の濫刑に誤
られたというより，李豊国の専横な法運用の関与を遺憾とする方が妥当のようである。
　さて，粛宗が崩ずると，次いで芝煮が立った。その翌年の広徳元年，ようやく安史の乱
は鎮静されたのである。代宗は大乱の後始末を行なう立場から，法の運用には極めて慎重
であった。新羅書巻五十六・刑法志に，
　　代雄性仁恕。常以至徳以来。用刑為戒。三河出庫Q下歯。河北・河南吏民。　任偽薬
　　者。一切不問。中略。諌者常調帝。政寛故朝延不粛。帝笑日。難難時。無以逮下。顧
　　刑法峻急。寒威無恩。軍慮忍也。即位五年。詞曲・寺獄無重囚。
とある如く，代宗は粛宗の濫刑を戒めとし，寛刑をもって臨んだのである。そのため，代
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宗朝において雨滴が開かれた記録はない。また，勅命による些々についても，資治通鑑巻
二百二十五・唐紀・皇宗・大刀十二年春三月の条に，
　　中書侍郎吾平章事元載専横。黄門侍郎同平章事王緒附之。中略。又以政事委翠吏。士
　　之詠進者。不結其子弟及（中書）主書卓総画等。無由自達。上含容累年。載・緬不
　　俊。上欲謙之。恐左右漏泄。無窮謡言者。独与左金吾大将軍呉湊謀之。湊上之舅也。
　　会有告載・紹壷焼。図為不軌者。庚辰。上御延古殿。命湊収載・緒於政事堂。暴富仲
　　武雨池面心等繋獄。命吏部尚書劉曼与御史大夫李滴等。同鞄之。問端皆出禁中。聖血
　　中使。詰以心事。載・緒皆油絵。云云。
とあって，初年よりの宰相で，特に権勢を誇った宙官魚朝恩を諌するのに功があり，次第
に朋党を形成して専横となった元載と由緒の粛清のための大獄が起っているのが，唯一の
ものであった。なお，この大獄の推鞄は，吏部尚書劉曇と御史大夫温酒に勅付し，更に、
代宗の意を受けた留意も加わったことがみえるが，旧誼書巻百十八・元載伝によれば，そ
の他，右心騎常侍薫折・兵部侍郎蓑惨・礼部侍郎常・蓑諌議大夫杜亜等が加わっていたこ
とがわかる。もって孟宗の法運用の慎重さが窺知されよう。
（2）徳宗・憲宗朝の詔獄
　徳宗から憲宗にかけての時代は，一般に徳宗の「姑息」と憲宗の「中興」　という語でい
い表わされている。だが，徳宗が姑息政策に後退したのは，強行な中央集権への施策の失
敗の後であって，即位当初の徳宗は，革新の意にもえて政治に取り組んだのである。新唐
書巻百三十・斐謂伝に、
　　徳宗新即位。以刑名治天下。百吏震版。中略。時朝堂別置三司。決議獄。辮争者。韓
　　当期聞鼓。云云。
とあるように，徳宗は即位すると，刑名をもって天下を治めんとし，朝堂に別に三司を置
いて庶獄を決せしめ，また，登臨鼓を撃つことを許し，天子自らが法度を用いんとする姿
勢を顕示しているのである。このときの三司と登聞鼓については，資治通鑑巻二百二十
五・唐紀・代宗・大盛十四年六月の条に，
　　詔天下冤滞。州府不為理。剛直三司使。以南丞・舎人・給事中古一人制日直朝堂。受
　　詞推決。尚未尽者。聴斗出聞鼓。中略。於是。樋皇室鼓者甚衆。右金吾将軍斐謂。上
　　疏以為。訟訴所争皆細故。若天子一一親之。則安用吏理法。上乃転帰之有司。
とあって，　御史中丞・中書舎人・門下盛事中の三雨意11）を朝堂に置き，　地方州府の二心
は，尚書省をへることなく，直ちに三司使に詣ることを許している。また，虚聞鼓は転石
と並ぶ非常上告の制度で，襲爵よりすでに形式的なものに堕していたのを，実際に活用せ
しめたのである12）。この登延鏡の制は，利用者が多く，その弊害をいう右金吾将軍斐謂の
上疏によって，まもなく廃されるのであるが，三司使もまた，建中二年に至り，中書門下
の奏請によって，刑部・御史台・大理寺の旧制に復している13）。これが徳宗の法運用の後
退でなかったことは，唐会要望七十八・諸使雑録・大輪十四年六月三目の条の三文に三司
使のことを記し，その註に，
　　至建中二年十月停。後不常置。有大獄。即命中丞・刑部侍郎・大理卿鞠之。謂之大三
　　司使。又以刑部員外郎・御史・大理官為之。以西疑獄。前之三国使。皆事畢日罷。
とみえ，建中二年十月以後，三司使は常置せず，大獄があれぽ御史中丞・刑部侍郎・大理
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卿を大三上使に任じ，疑獄は刑部員外郎・御史・大理寺を三司使として推鞠せしめている
ことからも明らかである。つまり，旧来の三司使は大獄のみを決したのであったが，ここ
において疑獄にも関与せしめているのである。疑獄とは，地方州府の刑獄にあって，断決
が明白でないものをいい，律令裁判下では，大睡夢および尚書省が管轄したのであっ
た14）。冊府元亀巻六百十九・刑法部・案鞄に，
　　李元素為侍御史。東都留守将令狐運。逐賊出郊。其中有劫転運絹於道者。留守杜亜。
　　以運豪家創意其為之。乃令判官穆雨下従事張弘靖同誌其事。員与弘靖。皆以鳶職在牙
　　門。必不為盗抗。請不案。亜不聴而怒斥逐員等。令親事将武金鞄之。金答筆運従者十
　　余人。一人毒死。九人不勝考慮凶冷。意無索状。雑具以聞。長流運於嶺表。徳宗令元
　　素挿画部員外郎霜朝太・大理司直盧士爵三司。女運獄。云云。
とあって15），東都賊将令狐運の盗劫の獄を推覆するため，侍御史・刑部員外郎・大理司直
を三司使に任じたことがみえる。また，旧唐書巻百三十七・趙漏伝に，
　　前略。　（信州）刺史銚駿劾奏。　（員外司馬）盧南塗立為臓。又劾南史乗鉛焼黄丹。徳
　　宗遣監察御史鄭面相・刑部員外郎斐潔・大理評事々正儀充三司使。同往按鞄。云云。
とあって，信州員外司馬盧：南史の臓賄の獄には，監察御史・刑部員外郎・大理評事が三司
使となっているから，疑獄に関与した三司使は，刑部員外郎，御史は侍御史か監察御史，
大理寺は司直か事事によって構成されていたようである。なお，前文に続いて，
　　将行並召於延英。謂之日。卿等必須詳審。無令漏罪街冤。三人将退。斐溜独留奏。中
　　略。及天底・大暦以来。未曾降三司悲劇江南。今忽録此小事。令三司使往。唯損耗州
　　縣。亦恐遠処聞応。各懐憂擢。臣聞。開元中。張溢者為煙害按察使。有録事参軍告齢
　　非法。朝延止令大理無事往按。大廟中。山岳観察使呉仲儒廃館運使判官劉長豊富競。
　　仲儒奏。宝冠犯臓二十万貫。時三差監察御史苗伍就推。今銚騨所三冠。状無多。臣堪
　　任並行。彫塗独往。恐不三三鼻面行為使。
とあって，このとき三司使に任じられた刑部員外郎の斐瀕iが上奏して，玄宗の天宝より代
宗の大戸に及ぶ間，三司使が江南地方へ差遣された事例はないとし，玄宗の開元中の大理
評事の差遣，代宗の大暦中の監察御史の差遣の如く，必要な場合は，唯一名を差遣するの
みであったし，今度の細事も三司使を差遣するほどのものではなかろうといっている。こ
うした前例のない三司使の地方疑獄への差遣は，とりもなおさず，徳宗が地方官僚の監察
に積極的であったことを示すものに他ならないであろう。
　所で，官僚組織の監察を行なう御史台は，玄宗朝において，御史大夫・中丞に実権が集
中する体制が出来上り，各御史の職能が弱化したことは，先述したが，徳宗は即位当初か
ら，官僚統御の重要な職権である御史の弾劾権と刑獄権の強化を図っているのである。唐
会要急六十一一・御史台・弾劾の項に，
　　上即位初。侍御史朱敷。請復旧制。中略。滋雨御史得専弾劾。不関復関白評論丞・大
　　夫。至是。著首回之。
とあり16），これまで御史大夫・話説によって統制されていた弾劾制度を改め，御史は直接
天子へ弾奏することとした。即ち，御史大夫・中丞とその下僚たる御史との関係を形式的
なそれに化して，弾事を通じて御史を天子に直属せしめているのである。そしてまた，同
書巻六十二・御史台・推事・建中三年九月の条に，
　　御史台奏。其推知御史。差使転移。其両推即須改入。旧例。合有自画。今請雨五寸。
　　与本推御史同推。中略。依奏。
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とあり，建中三年には，御史台に亭主二名を増置しているのである。これは，同書同巻・
同・興元元年十月四日の勅文によると、
　　玉東推・西熊侍御史各一人。台司以推鞠為重務。請令第一殿中同性東推・第二殿中同
　　知西推。伽分日受事。一人有故。同推便知。所置甲骨雨曝。請停。
とあって，その翌々年の興元元年には、殿中侍御史二名を推官に代えることとし，侍御史
東西推と殿中侍御史の東西推による四々御史の刑獄体制を整えているのである17）。この御
史台の弾劾権と刑獄権の強化の背景には，勿論，帝権による全官僚組織の統御と，その強
化の帰結としての藩鎮の抑圧が志向されていたことは疑いないであろう。
　徳宗の朝権再興の努力は，当初の意気込みに拘らず，諸藩鎮の猛烈な反撃を受けて失敗
に帰すこととなった。これより以後，徳宗は姑息に堕したといわれる。だが，詔獄の名
は，この頃よりしばしば現われてくるのである。冊府元亀巻五百十六・憲官部・振挙・貞
元八年正月の条に，
　　御史台奏。伏西台司望事。多是制獄。其中或有准勅。便須処分。要知法理。又縁大理
　　寺・刑部断獄。亦皆申初台司。償却差錯。事須詳定。比来皆却刑部・大理寺法直較
　　勘。必恐自相扶会。縦有調膳。無由弁明。伏請置鉛直一員。翼断結之際。事無闘遺。
　　中略。勅旨。依奏。
とあり，貞元八年の御史台の上奏によれば，争覇の推事が多く天中であるとしている。制
獄が詔獄の別称であることは先述したが，御史台において詔獄が多く開かれるようになっ
たため，些事を大理寺・刑部に移すことなく，別に御史台に法直官一名を置いて，御史台
自体で断決せしめるようにしたことがみえている。また，こうした御史台での詔獄に対し
て，別に内侍省においても禁獄が開かれるようになった。資治通鑑巻二百三十三・質料・
徳宗・貞元三年冬十月の条に，
　　妖僧李軟奴。自言本皇族。見嶽漬物。恋婿為天子。結（神策軍）殿前丹生将韓欽緒等。
　　謀臥竜。丙戌。其党告之。短命捕送内侍省紅藻。中略。　（中書侍郎同全章事）李泌
　　乃密奏。大獄一・起。所連引必多。外間人情悔躍。請出付台推。上従之。云云。
とあり，貞元三年の謀反一味の推究が内侍省へ勅付されたことがみえている。ただ，この
場合は，宰相溢泌の反対で，御史台の塵事へ移されたとしているが，冊府元亀巻五百十
五・憲官部・剛正の項には，
　　貞元三年十月。檎獲i謀逆賊李広孔等六人。　令中官王希遷鞄之於内侍詔獄。　皆疑伏。
　　（御史中丞）寳参請。令三司覆験。詔従之。
とある如く，同年の謀反事件の首謀者李広孔等については18），まず宙官が内侍省の詔獄で
推量し，ついで御史中取の奏請によって，三司使の推覆に移されたとしている。この謀反
事件の繰下が，内侍省において開かれた背景の一つは，宙官が統轄する神策軍の将韓欽緒
が関係していたためと思われるが19），ともかく、徳宗が宙官を腹心として重用していたこ
とが最大の理由であったと思われるのである。周知の如く，失政後の徳宗は，全てに懐疑
的となり，宰相すら信ずることが出来ず，ただ内侍省に権力を集中して，他日の再挙を期
しているのである20）。ここにおいて宙官のたてこもる内侍省は北司と呼ばれ、中央政府は
南司として，政治機構の二分化が生じたのである。詔獄が御史台と内侍省とに設置される
ことは，こうした徳宗後半の政治形態の特質が露呈されたものとみることができよう。
　さて，徳宗ののち，在位一年たらずで崩じた順宗に次いで，憲章が即位した。憲宗はい
わゆる中興の英主であって，中央集権制の確立に努め，ついに強藩鎮を屈せしめて，朝権
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を確固たるものとしたのである。新唐書巻五十六・刑法典に，
　　憲宗英果明断。　自即位数謙方鎮。導出潜叛。一以法度。然於用刑喜寛仁。
とある如く，憲宗は英明果断であり，かつ，魂鎮の専横を抑えるために，専ら法度を用い
たが，その運用には寛仁を好んで適切であったという。いま，二・三その具体例を挙げる
と，旧唐書巻百六十六・累損伝に，
　　拝監察御史。　（元和）四年。奉使東蜀劾奏。故剣南東川節度使厳砺。　違制檀賦。　中
　　略。時砺死。七州刺史皆当罰。云云。
とあり，元和四年，監察御史の元積が海蘭に出辞して，死没した節度使厳砺の非違を糾弾
して，管内七州の刺史を処罰したことがみえ，また，冊府元亀巻五百二十二・憲三部・誕
網の項に，
　　毒：楚干潮監察御史。元和十二年。楚輿車。按河中観察使詩宗儒。　檀用貯備凶荒羨余
　　銭。及臓罰銭連用石数至早旦。章章監察御史鄭覆覆之。云云。
とあって，元和十二年，監察御史の天衆材が河中観察使趙宗儒の不正を糾弾し，監察御史
崔鄭が勅命を受けて推覆している21）。この他，同書巻六百十九・刑法部・案鞄の項に，
　　李夷簡為御史中丞。　（元和四年）劾奏京兆サ楊愚。前為江西観察使臓罪及他不法事。
　　耳付御史台覆案。刑部尚書李廓・大理卿趙昌同鞠問台中。又捕得愚前江西判官監察御
　　史楊暖。繋於台。後命大理少卿胡珀。左司員外郎胡証・侍御史章顕同推鞄之。
とあ、って，御史中丞の四夷簡が京兆サ楊愚の江西観察使時代の犯状を弾劾し，憲宗はこれ
を御史台に勅付して，大三司使をして鞄聞せしめ，また，当時市警の判官であった監察御
史の楊暖も，三司使によって国辱せしめたとある。この楊暖の罪状は，恐らく現任の御史
が藩師監視のために，その判官として差遣されていたにも拘らず22），その職を挙げ得なか
ったために糾弾されたものであろう。ともあれ，憲宗は監察御史を地方へ差遣し，或いは
勅命の三司使を用いて，藩鎮の非違を糾弾し，地方官僚機構の統御を強化して，単勝の専
横を抑えたのである。
　では，憲宗朝における詔獄は，どのような様態を示したのであろうか。旧唐書巻百五十
四・孔萱葺伝に、
　　元和九年。信州刺史李位。総州将童岳識譜。於本早早十割重削蹄。位結聚術士。以図
　　不軌。袋井至京師。鞄於禁中。　（尚書左脳）孔餓奏日。刺史得罪。合舞法司按問。不
　　合劾於内侯。乃出付御史台。職与三司常職。云云。
とあって，元和九年，信州刺史李位の不軌事件が禁中で推鞠されたことがみえ，尚書左丞
孔餓は刺史が罪を得れば，法司の御史台がこれを按問すべきで，内佼で行なうべきでない
と上奏しているのである。そこで憲宗は李位を御史台に移して，聖算に命じて，三司使と
ともに訊罪せしめたとあるが23），この内佼の獄が詔獄であったことは，新譜書巻百五十
六・韓激闘伝に，先述した徳宗貞元三年の謀反事件を記して，
　　前略。乃檎回護単組支党。鞄内障。云云。
とみえ，　これを冊府元亀巻五百十五・憲官部・剛正の項には，
　　前略。檎獲逆賊駐輪弘等六人。令中野王希遷鞄之於内侍詔獄。云云。
として，内題を内侍詔獄としていることからも明らかとなる24）。なお，内佼については，
資治通鑑巻二百三十九・唐紀・憲宗・元和十一年冬十一月の条に，
　　王鍔即妙奴。告笥子稜。雲譲盛装◎匿所献家財。上命鞄於内佼。云云。
とあり，その胡註に，
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新書儀衛志。中略。毎月以四十六人。立内廊閤外。号日内佼。以左右金吾衛将軍當
上。中郎将一人民之。
とみえているが，新学書巻百六十四・盧景亮伝には，
　　憲宗時。中略。三時。中面面憲兵数弘法。捕台岳吏。属繋軍中。源中上言。台憲者紀
　　綱地。府縣責成之所由。吏有罪素面有司。詔令北山乱南衙。鷹下重於佼内。云云。
とあるから，当時の禁中の侍従宿衛は，神策軍が金吾衛に代って任ぜられていたのであ
る。また，神乱軍が独自の獄をもち，御史台すらも手を入れることが出来なかった状態
が，早く代宗の時からみえ．ているので，内｛丈の獄あるいは内侍省の獄は，この神策軍の獄
を指しているように思われる。少し時代は降るが，新唐書巻百六十六・令狐楚伝に，
　　会李訓乱。将相皆繋神意軍。中略。楚建言。外有三司・御史。不払大臣雑治。内佼非
　　宰相繋所也。云云。
として，文宗朝の李訓の乱のため，将相が神出軍の獄に繋れたことを，内佼に繋ぐとして
いるのである。
　このように憲宗は詔獄を内佼に開いたのであるが，先掲の信州刺史李位の場合にもみら
れた如く，よく朝臣の直言を論れて，獄事を御史台に移し，三司使に推覆せしめて，法の
運用には厳正であろうとしたようである。冊府元亀巻九百三十四・総録部・告許の項に，
　　王再転。幽暗亡子敏役人也。再栄於憲宗元和八年二月。詣銀魚血忌。敏父司空晶濾出
　　正言。銭以謀出鎮。即日収頗孔目官沈壁井家憧十数人。於内侍出獄二瀬。心宿待罪於
　　二曲。以御史中豊幽幽誠・刑部侍郎墨壷・大理南武少儀為三司使。是日。晩繋敏於台
　　獄。沈壁・王再調。商会内侍獄出仕台司。云云。
とあって⑳，司空子頗の関与した出面のための贈賄事件について，まず内侍省の獄で密告
者と干頗の孔目官等を鞄甚し，ついで凶事を御史台の獄に付し，御史中底・刑部侍郎・大
理卿を三司使として按吟せしめており，　また，同書巻百五十三・帝王部・明罰の項に，
　　初島殺（宰相）武元衡。前之未獲。　（成徳軍節度使）王承宗之叔父士爵。上封出土出
　　於承宗。乃面心収承宗将卒。得心曼等三十人。毒忌面内獄。不得情。詔出京兆府。命
　　監察御史陳中師雨曝斐武同論之。獄成。皆歯面。云云。
とあって，元和十年の宰相武元衡の暗殺事件の容疑者も，まず面内獄で推究され，実情を
得ないとして，京兆府に勅付して，監察御史と京兆サに推鞠せしめていることや，唐会要
巻五十五・省虫下・中書舎人・元和十三年二月の勅語に，
　　旧制。刑憲皆大理寺・刑部詳断聞奏。　然後至中書裁量。近多不至両司中書。使自虚
　　置。今後先付出自。具軽重聞奏。下中書令・舎人等参酌。然後拠事例裁断。
とあって，御史台の刑獄が，先述した徳宗の貞元八年以来，自ら断決するようになり，案
事は大理寺・刑部および中書省に至ることがなかったのを改めて，御史台が獄を断ずる毎
に，中書令・中書舎人にも至らしめ，罪の軽重を参酌26）せしめるようにしたとみえること
等は，それを知る証例となろう。
　所で，こうした憲宗の法運用の姿勢は，徳宗時代に南司と北司とに二分化された中央の
政治機構を，天子の一貫した統御のもとに，その機能を発揮させんとしたものであったと
思われる。　しかし，これは憲宗の如き有能なる天子の下において可能なことであり，それ
らを駆使できぬ無能の天子が即位するや，この体制は，国家権力の消長に重大な影響を及
ぼして行くことになるのであった。
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（3）　唐末の詔獄
　憲宗のとき確立された天子専制の集権制は，心頭の褒後より以前とは異なった様相のも
とに崩れはじめる。それは帝位をめぐる北司の試織の跳梁に端を発し、それにともなう南
司の官僚間の党派争いが，その傾向を激化したからである。
　周知の如く，宙官勢力が政治的な足場を獲得したのは，徳憲二宗の時代である。このと
き，宙官の職制として設けられた護軍中尉および枢密使の両職を根拠地として，彼等は宮
中に支配的勢力を確立していったのである。憲宗を斌幽し，凡庸な穆宗を擁立し27），年少
の敬宗を殺害した富官達は28），新たに砂山の弟を迎えて即位させた。これが文官である。
文宗は富官勢力によって擁立せられたのであったが，彼は気鋭の人物で，逆に宙官勢力の
専横を抑えようとしたのである。新唐書巻百十五・狭兼誤伝に，
　　前略。帝（論宗）日。御史台朝廷綱紀。一台正則朝廷治。朝廷正則天下治。云云。
とある如く，論宗は御史台の運用を厳正にすることによって，政治を刷新し得ると考えた
ようである。冊府元亀巻六百十九・刑法部・雨止の項に，
　　斐充為大理少卿。文宗太和八年十二月発己。命恵与刑部郎中張調・侍御史盧弘正充三
　　司使。就御史台推戸部銭物事。座州刺史遺文鼎・戸部員外郎盧心中・左司員外郎判戸
　　部銚康。並下御史台白面。先是。宇文事妄支和擢官爵季元銭番鳥余貫。銚康・盧允中
　　与立者李孚・揚洵美井典吏等。分取秦李元絹凡六千九百四十疋。至是。御史台以具獄
　　聞。云云。
とあるは，三司使を用いて官僚の不正を糾弾せしめている一例であるが，また，唐会要巻
六十二・御史台・推事・太宰二年前三月の条に，
　　中書門下奏。御史台推事。縦有特宣。亦須正勅。応朝官犯罪。准獄官令。先奏後推。
　　格式具存。合共遵守。中略。勅旨。重奏。
とあって，即位の翌太和二年には，中書門下の奏請を納れて，御史台の官事が多く特記で
あるのを改め，中書門下をへた正勅をもってすることにし，朝官の犯罪は獄官令に准じ
て，嘉事を先にし，推事を後に行うこととする等，その機能を正し，御史台を中心に法の
運用に当たる動勢を示しているのである。そのため，内侍省における詔獄は，宙官勢力に
盗用された一例をみるのみで，多くは御史台において開いているのである。宙：官に盗用さ
れた幽晦については，資治通比比二百四十四・皇紀・文宗・仁和五年三月の条に，
　　上繭（宰相）宋申錫謀謙宙官。　申錫引吏部侍郎王瑠為京兆ラ㌔　以密旨諭之。瑠泄其
　　謀。　（昭義節度副使）鄭注・（神策軍中尉）王守澄知之。陰為之備。中略。注説神話
　　都虞盛夏卜者。認告申錫回虫潭王。中略。上錦窯澄。捕豆盧者所告十六関宮読応官曇
　　面諭及申錫親事王師文等於禁中鞠之。庚子。申錫罷幹周庶子。　自宰相大臣。無敢嘉言
　　其溢者。独京兆弄愛心・大理卿王正面。連油壷。請出歯獄帳外面隠實。由是。詠出
　　緩。中略。動注恐覆案詐覚。乃勧守澄。心止行無恥。云云。
とあり，太和五年に文宗が宰相譜面錫と宣官の雨着を企てたとき，事前にその謀がもれた
ため，逆に神語軍中尉品評澄の懐刀である雨注の巧みな筋書によって，文宗に内方を開か
せているのがそれである。また，御史台における立話については，亡婦要巻六十・殿中侍
御史・太和元年六月の条に，
　　御史大夫三皇言語。監太倉殿中侍御史一人。監左蔵庫殿中侍御史一人。台中旧例。取
　　殿中侍御史従上第一人充監太倉使。第二人充監左蔵庫使。又各領制獄。云云。
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とあって，監倉・監庫を行なう殿中侍御史が，それぞれ一方において丸山のことを領して
いたとあり，　また，資治通鑑巻二百四十五・唐紀・文宗・太和九年六月の条に，
　　京城謡言。鄭注為上合金丹。須小児心肝。民間驚櫻。上聞悪之。鄭注素悪京兆サ楊虞
　　卿。与李訓共構之云。論語出於虞卿家人。震怒。下話卿御史獄。中略。著作郎乙丸訂
　　元輿与吐血善。訓用事。召為右司郎中兼侍御史知雑。鞄楊虞卿獄。云云。
とあり，新唐書巻百七十五・楊虞卿伝では，
　　前略。帝大怒。下虞卿詔獄。云云。
として，楊虞卿が御史台における詔獄に下され，侍御史扇面に心憂されたとみえるから、
徳宗の興元元年以後，御史台の四推御史は詔獄を推託する体制を維持していたとみてよい
であろう。なお，ここで注意すべきは，上述の揚虞卿が詔獄に下された場合にも窺知でき
る如く，当時の朝出では，官僚相互の間に激しい対立があったことである。いま，楊虞卿
を例にみれぽ，池心書巻百七十六・同伝に，
　　（太和）九年四月。拝京兆罪。謡曲六月。京師託言。中略。上聞之不悦。鄭注頗不自
　　安。御史大夫李漉過。素嫉虞卿朋党。乃奏日。臣昨窮問其由。此斗出於京兆サ従人。
　　因此扇面都下。上怒。即令収虞卿下獄。
とあって，御史大夫李固言もまた，楊虞卿の朋党を嫉み，これの排砂のために動いている
のである。楊虞卿は李宗閥と善く，李宗閲と倭詞儒の党派が李徳裕の党派と対立した牛李
の党争は，穆宗朝に始まり，索麺朝をへて文墨へ至り，盲官も介入して激しく官界をゆさ
ぶったのである。それ故に，輝輝が政治の刷新を目ざすには，この官界における党派性の
排除をも急務とされたのであった。そこで文宗が，こうりた諸問題を一挙に解決すべく計
画したのが，津和九年十一市の甘露の変であった。甘露の変とは，文宗が党争の外にいた
李訓と鄭注を用いて，聴官を絶滅させ，その勢いで政治の粛清を行なおうとしたものであ
った。だが，　この計画は失敗に終わり，旧派書巻百六十九・王涯伝に，
　　十一月二十一日目李訓事敗。文意入内。涯与同列。帰中書会食。未下筋。吏鞭有出自
　　閤門出。逢人当殺。旦夕蒼憧歩出。至永昌里茶騨。為禁兵所檎。井並家属奴碑。西砂
　　面面。仇士良鞄北浜状。涯実不知其故。械縛既急。榜答不勝其酷。乃令手書反状。自
　　証与訓同謀。獄具。三軍兵馬三百人。猿引与生端・羅立言。右軍兵馬三百人前　領頁
　　鯨・甜元高・李孝本。：先砂留廟狗両市。乃腰斬加子城西南隅独柳樹下。中略。涯之死
　　也。人減為冤。
とある如く，時の宰相王涯以下の首脳部は，ことごとく神言軍中尉仇士良の指揮する神策
軍に捕えられ，神策の獄において，反逆罪をもって処刑されているのである。ために，資
治通論巻二百四十五・唐庇・文宗・太虚九年十一月の条には，
　　自是。天下事。皆決於詞藻。宰相行文書論己。宙官応益盛。高志天下。下視宰相。陵
　　暴朝士。如草芥。
という如く，天子並びに南司の権は全く地に堕ち，宙官勢力の政権掌握が始まったのであ
る。神藍鼠中尉は完全に宰相と同等の地位を得て，全く朝廷を圧し，ついには，文宗を一
小殿に幽閉して，その宙官抑圧を責め，廃立を図らんとしたこともあった29）。このような
悲運の中に文宗は崩じた。
　これより武宗以下最：後の昭宗まで，五帝みな直話が擁i立することとなり，天子を自家薬
籠中のものとして緊縛する如き勢力となったのである。宙官勢力は神晶晶の獄を利用して
反対派の打倒を行ない，自己の権勢の維持に努めて，いわゆる宙官時代を形成するのであ
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る。従って，武宗朝以後に詔獄の名はみられない。
お　わ　り　に
　以上，唐代における詔獄の展開を，政治史の推移に跡づけて考察してきたが，残念なが
ら，単なる素描に過ぎないもので終ってしまった。その原因としては，まず，詔獄の組織
化と密接不可分の関係にある詔勅形態の在り方，変化を，その複雑さの故に，全く捨象し
てしまったためで，勅命による三司刑獄と天子の檀殺権の関係のあり方を問題としながら
も，これを一般化しうるものとして把握しえなかった点は反省せざるをえない30）。その
他，詔獄をめぐる問題点の掘り下げが浅く，　特に，唐後半期の御史台との関連について
は，論じ残した点が多い。　これ等については，あらためて稿をなしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
1）　三面面の初見記事は，唐大詔心証巻百二十六・諌獄上・「濡濡誇自尽勅」であるから，天宝
　初と思われる。
2）　旧唐書巻百十ご・同伝によれば，李硯は同年月に，礼部尚書行御史大夫兼京兆サとなってい
　る。また，三司詳理使については，冊府元亀巻百五十二・帝王部・明罰。同年日条参照。
3）　旧唐書巻五十・刑法志参照。
4）　資治通鑑巻二百二十。唐紀・粛宗・乾元元年六月成鳥条参照。
5）　唐温品巻四十一。酷吏・宝応元年三子月条の御史申丞敬羽の註に，
　　初出宗。将千両京。以国用不足。自得毛若虚・敬羽。以苛刻徴剥求進。相継為中丞。皆為上
　　親信◎
　とある。
6）　この記事と同内容を伝えたものに，新旧唐書・李輔国伝および冊府元亀巻六百六十九・内臣
　部・恣横等がある。このうち，二二書巻二百八・同誌は，通雨と同じく「州県獄訟。三晶晶
　劾」とするが，旧唐書巻百八十四同伝と冊府元亀の記述は，「府県按鞠。三司制獄」とある。
　いまは前者に従う。
7）　資治通鑑巻二百二十一・唐紀・粛宗・乾元二年夏四日条胡註にて補った。
8）新唐書巻百三十一・同伝にて補ったQ
9）註（7）参照。
10）　旧唐書巻百八十四・李強国伝，通鑑巻二百二十二・粛呈・上元二年八月条参照。
11）　旧唐書巻五十・刑法志には，「三虚血準式。白馬心中丞・中書舎人・給酒中各一人為之。云
　云」はある。
12）　唐代において，登聞鼓が実際に活用されたのは，この他，二二元亀巻八百七十五・総録部・
　訟冤・楊二三・文宗太和九年の事例をみるだけである。
13）　三二書巻五十・刑法志，唐会要巻七十八・諸使雑録・大門十四年六月三日勅文の註参照。
14）　小早川欣吾氏「今代司法制度」　（法学論叢41－6）参照。
15）　新唐書巻百四十七・李元素伝に同内容記事がある。
16）御史の弾三権については，唐会要巻六十一・御史台・弾効に，
　　至徳元年九月十日勅。御史弾事。自今以後。不須取大夫同置。云云。
　とあり，続いて，
　　乾元二年四月六日勅。御史台所欲弾事。不須先進状。云云。
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　とあって，粛宗の至徳元年と乾元二年にも同内容の勅文がでている。こうした詔勅の反覆は，
　徳宗朝に至るまで，御史の弾劾権復活が容易に実現されなかったことを示していると思われる。
17）　冊府元亀巻五百十二・憲官部・総序参照。
18）新唐書巻百五十六・韓訪環伝参照。
19）　宙官が特権的存在と化していたことは，例えば，冊府元亀巻五百二十一・憲官部・希旨参照。
20）矢野主税氏「唐代宙官権勢獲得因由考」　（史学雑誌63－1），拙稿「唐末内庫の存在形態につ
　いて」　（史淵101輯＝）参照。
21）　唐会要巻六十二・御史台・出使・元和七年閏七月の勅文に，
　　前後累降制勅。応諸道違法徴科。及刑政冤濫。皆委出使郎官御史。訪察聞奏。錐此文。未嘗
　　挙職。云云。
　とあって，時代が降るとともに，御史はその職を挙げていないことを述べている。
22）現任の御史を藩鎮の判官に充てる制度については，築山治三郎氏「唐代政治制度の研究」参
　照。
23）　この獄事を禁中より御史台に移すことについては，唐会要巻六十・御史台・御史中丞に，御
　史中丞薩存誠もまた，一日三たび上表したことがみえている。
24）　憲宗朝において，詔獄という明確な記述は，新引書巻百七十三・斐度伝に，
　　　（元和九年十月）宣徴五三小使。方秋閲鷹狗。所過挽官司。厚得飼謝。乃去。下郵令斐憲才
　　吏也。不為礼。因構簑。出当言。二二獄。当大不敬。云云。
　とあるものを検索しうるだけである。
25）　旧唐書巻百五十六・干頁由伝に同内容記事がある。
26）参酌院は穆宗朝にもみられるが，まもなく廃された。新唐書巻五十六・刑法志および唐国史
　補下参照。
27）穆宗朝の直島については，二三元亀二百五十三・帝王部・二二・長慶二年三信条，同書巻九
　百三十四・総二部・告許・史志忠参照。
28）　二二朝の詔獄については，冊府元亀巻九百三十三・総録部・誕構・沙橘，通鑑巻二百四十
　三・二二・宝暦元年春正月辛二条参照。
29）二二書巻：二百七・仇士良伝参照。
30）　例えば，旧唐書巻八十七・劉樟之伝に，
　　前略。則工特令三州刺史王本立。推鞄其事。本立宣勅示祥之。祥之日。不経鳳閣・驚台。
　　何名為勅。則天大怒。以為拒桿制使。乃賜死物家。
　とあり，また，唐会要巻六十二・御史台・推事・太和二年閏三月の条に，
　　中書門下奏。御史台推事。縦有特宣。亦須正勅。応朝官犯罪。准獄官令。云云。
　とあり，正門と笹野との別が問題となっている。
